
火山作用と関係ある無定形ケイ酸の性質とその応用的研究
第３１報ケイ華の塩素処理による脱鉄について
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まえがき

窯業原料を高温で塩素処理して脱鉄精製しようとす

る考えは相当古くから存在し，既に多くの研究があ

る1)．陶磁器原料については熊沢2),鈴木ら3)4)が研究

し，その効果が大きく，その処理温度は900～1000℃

が好適であることを報告している．しかし，これらは

いずれも粘土質原料の坑素脱鉄に関する研究が主であ

ってケイ酸質原料の塩素脱鉄については報告を極めて

少ない．

著者らは天然産無定形ケイ酸が化学的に活性である

ことに着目し，無定形ケイ酸に水酸化ナトリウム溶液

を反応させて直接法により水がラスを製造する方法に

ついて検討を行っているが，原料中の含有鉄分の存在

が水ガラスの品質に大きな影響を与えているため，施

素ガスによる脱鉄について実験を行った．

１．試料および実験装置

試料として鹿児島県霧島町牧園産ケイ華5)を使用し

た．牧園産ケイ華は代表的天然産無定形ケイ酸であつ
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て，石英あるいはクリストバライトのような結晶質ケ

イ酸の含有量が極めて少ない6)．ケイ華の主要成分は

ケイ酸であってアルミナ分はほとんど含まれておら

ず，鉄分は主として赤鉱鉱の微細粒子として鉱石中に

点在している7)．塩素脱鉄試験に用いた試料の化学成

分は表１に示すとおりである．

表１試料の化学成分（牧園産ケイ華）

IglosslSiO’|Al卿O‘lFe圏O卿lCaOlMgOlTotal
５．１１９２．０６１１．０６１０．６８１０．８１１０.１１１９９．８３

試料は原石をジョークラッシャーで粗砕後，アトマ

イザーで微粉砕したものである．

装置としては長さ６０ｃｍ，内径５ｃｍ，１．５ｋＷのニ

クロム管状炉の中へ，長さ100ｃｍ，内径３ｃｍのお「

英管を挿入し，この中で加熱と塩素処理を行った．塩

素はボンベから減圧弁を通じて，一定の流速で濃硫酸

の乾燥屋を通して石英管に導入した．実験装置の概略
を図１に示す．

２．実験および実験結果

粉末試料５９を素焼製ボートに採取し，

石英管の中央に素焼製ポートを設置する。

電気炉の

電気炉を
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63.2灰白色
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400。，500.,600.,700.,800.および900℃の各温度

に上昇後一定温度に保持してボンベより６．７cc/ｍｉｎ

の一定速度で，１時間および２時間塩素ガスを導入し

たす石英管を通過した廃ガスは，２０Jの細口曇で作っ

たガス溜を通じて戸外に放散させた．

冷却後，試料を取り出して漁紙上に移し，温湯で塩

素イオンのなくなるまで洗源後空気浴中105℃に１

時間乾燥した．その試料の約ｌｇを精秤し常法で分析

を行い，塩素処理後の酸化鉄の含有量を求めこれと処

理前の含有量とから脱鉄率を計算した．酸化鉄の分析

法は，１/100ＭのＥＤＴＡによる容量滴定で行なっ

た．試験結果は表２に示すとおりである．

表中の試料No.１は原石粉末で未処理のものであ

る．

表２に示すとおり，処理温度の上昇にともない，ま

た処理時間が長いほど脱鉄されている．特に，600～

700℃の処理温度の間で急激な脱鉄率の変化が認めら

れる．800℃，２時間塩素処理物の脱鉄率は67.7％で

試料中の鉄分含有量は，わずかに0.22％に過ぎない．

供試原料の鉄分含有量が少ないので，その脱鉄率は

比較的低い値となっているが，天然産無定形ケイ酸中

に含まれる鉄分の除去には塩素処理法は，効果的であ

るといえる．

また，処理温度が800°Ｃを越えると，いずれの場

合も脱鉄率の減少が顕著に現われている．これは，反
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応生成した塩化物が高温においては次に示すような可

逆反応を起し，この際生成した酸化鉄が再び試料中に

沈着するためと思われるs)．

４FeCl3＋３０２二2Fe203＋６Ｃ１２

直接法により水ガラスを製造するためには，ケイ酸

質原料が無定形ケイ酸あるいは，それに近いものでな

くてはならない．塩素処理あるいは加熱処理によって

無定形ケイ酸の結晶化およびその結晶の発達がおこる

ならば，脱鉄効果が大きくても水酸化ナトリウムによ

る溶解性が低下するので好ましくない．

原石および400℃から900℃まで100°Ｃおきに

lｌ１２

図１塩素ガスによる脱鉄試験装置

ボ900｡Ｃの冬洞摩表２塩素処理による脱鉄
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図 ２ 牧 園 産 ケ イ 華 の 加 熱塩素処理物のＸ線回折図

加熱して塩素処理を行なった試料についてＸ線試験を

行なった結果は図２に示すとおりである．

いずれの試料も原石のＸ線回折図とほとんど変化な

く結晶の発達は認められない．しかし，1000°Ｃ以上

に加熱すると急激にクリストバライトの結品が発達す

るので9)，処理温度は900℃以下とすべきである．

３．総括

天然産無定形ケイ酸の代表例として牧園ケイ華を選

び，400℃～900℃に加熱して塩素処理を行ない脱鉄

粘製について検討した．脱鉄率は加熱温度の上昇およ

び処理時間が長いほど増加するが，処理温度が800℃

を越えると逆に減少する．塩素および加熱処理を行な

った試料はいずれも原石と同じＸ線回折図を示し，紬

IlIlll化あるいは，クリストバライトの結ＡｉｌＩの発達は認め

られない．直接法による水ガラス腺料としてケイ華を

塩素脱鉄法で精製するには，700～800℃の処理温度

が適当である．

水研究に際し，試料の提供などの便宜を裁いた共栄

工業所社長高瀬性三郎氏に謝意を表します．
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